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百農社國際有限公司董事總經理西田宗生每天會以“御
結”（日本飯團）為早餐，以確保公司每天出品的飯團新鮮
美味。游泳是他的興趣，而這種健康的生活方式也反映在
華御結的餐單設計上。華御結的規模在三年內不斷增長，
目前已擴充至11間分店。每天中午都有顧客在華御結的
店外排隊，等候挑選健康的外賣午餐組合，包括飯團、沙
拉、自家製的熱湯、主菜或小吃、刺身、壽司和熱的便當
等，客人更可從餐單上清楚知道所選食物的卡路里。

西田宗生的目標是把日本米推廣至世界各地。他善用香港
提供的獨特機會，加上本身對健康美食的熱衷，令業務蒸
蒸日上。西田宗生說：“我們曾探討在上海和北京開設食
品業務的可行性，但發現香港始終最適合推銷日本米。由
於香港擁有方便營商的環境和政策，成立公司的過程非常
容易。香港的顧客注重健康飲食，因此我們希望以香港作
為區域據點，開拓東南亞及中國內地的海外業務。”

成功秘訣
華御結的成功關鍵在於保持食物的質素，以及盡量迎合本
地人的口味。該公司於火炭設立中央廚房，每天製造新鮮
的飯團及其他美食，除了採用高質素的日本米泡製飯團和
午餐盒外，還以健康食油製作燒三文魚及不連皮的炸鷄，
這些食物深受香港顧客歡迎。

店舖的選址也取決於目標顧客的取向。華御結的分店通常
位於上班一族聚集的商業區，並會租用面積較小的店舖

或位於商場內的攤位。西田宗生說：“對外賣業務來說，
採用小規模的商店除了令經營更具靈活彈性外，還可以避
免與大型快餐連鎖店直接競爭。”每個月，華御結都設有
特定主題，以推廣特色美食。例如，7月的菜單以塩麹料
理為主，而8月的菜單則推廣沖繩美食。

在香港成立辦事處時，該公司得到投資推廣署的持續支援服
務，包括申請牌照，以及提供營運方面的建議等。他說：“我
們與投資推廣署的關係就好像朋友一樣，他們的服務十分
有用。剛開設中央廚房的時候，投資推廣署的旅遊及款待
行業團隊更前來試菜，讓我們了解本地人的口味。每當我
們須要協助的時候，只需直接致電給他們。”

展望未來，西田宗生計劃於未來三年在香港開設100間分
店，並考慮為商界和教育界提供到會服務。

華御結在港打造日本飯團新品牌
香港方便營商的環境及精明講究的消費市場為華御結這間日本飯團店
提供了龐大商機，令業務迅速擴展
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“�	由於香港擁有方便營商
的環境和政策，成立公
司的過程非常容易。”
	 	百農社國際有限公司	
董事總經理	
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百農社國際有限公司（Hyakunousha International Limited) の
董事長 西田宗生氏（29）は、毎朝同社のおむすびを食べ、その
出来具合を確認します。同氏は水泳を趣味としますが、その
健康的なライフスタイルは、3 年間で 11 店舗にまで店舗数を
急拡大させた「華御結」のメニューにも反映されています。 

「華御結」の店舗前には、毎日行列ができます。顧客はおむす
び、サラダ、自家製スープ、和食の主菜と副菜、刺身、寿司、
温かい弁当の中からそれぞれ組み合わせて作るヘルシーなお
持ち帰り弁当を楽しみにしています。いずれのメニューにも
カロリー量が記載されているので、安心して選択できます。

「日本のお米を世界へ」という使命の下、西田氏は香港ならで
はの環境と機会を活用し、自身の才能を最大限活かして、 
ヘルシーな食品の促進とビジネスの急成長を成し遂げました。

「上海や北京でもフィージビリティースタディを行いました
が、日本のお米を販売するには、香港市場が最適であるとい
う結論に達しました。香港の会社設立に関する制度とそのビ
ジネス環境は、起業家にとってこれ以上にない好環境です。
香港の人々は洗練されており、食に対して健康志向です。 
私たちは、東南アジアや中国本土で海外事業を展開するに 
あたり、香港に地域本部を置こうと考えています。」と西田氏
は述べました。

秘伝のレシピ
高品質と現地の人々の好みを取り入れた味付けが、「華御結」の
成功の鍵です。香港の火炭にある同社のセントラルキッチン 
では、にぎりたてのおむすびやその他の料理が日々製造さ 
れています。おむすびやお弁当には、日本産高級米が使用さ
れています。焼き鮭や健康に配慮し厳選された油で調理した
皮なしの鶏の唐揚げは、香港の人々に大変人気があります。

顧客層を絞り込むのに、店舗の立地条件も重要な要因です。
「華御結」の店舗は、オフィス街で働く人々が多く集まる商業

地区内にあります。通常は小規模な店舗や期間限定の店舗で

営業しています。「テイクアウト・ビジネスでは、小規模な店
舗が理想的です。というのも、大型ファストフードチェーンと
の直接的な競合を避けるべく、柔軟な体制を保持することが
できるからです。」と西田氏は述べました。また、毎月テーマ
を設定して商品を提供し、販売促進を図っています。例えば、
7 月のメニューは腸内環境を改善する「塩麹」をテーマとし、 
8 月には沖縄をテーマとしたメニューを提供しました。

香港での会社設立に際し、同社は、許認可申請、運営上のア
ドバイスなど、インベスト香港から継続的に支援を受けまし
た。「インベスト香港のスタッフの皆さんは大変フレンドリー
で、非常に親身に対応してくれました。セントラルキッチン
の開設に当たっては、インベスト香港の接客サービス・旅行
産業部の方々が進んで試食して下さいました。おかげで香港
の人々の好みを把握するのに非常に助かりました。インベス
ト香港の担当者とは電話一本で連絡が取れますので、困った
時はいつでも相談に乗ってもらえます。」と同氏は述べました。

西田氏は、今後 3 年間で、香港に 100 店舗のオープンを目指
しており、商業 · 教育部門へのケータリングサービスの展開も
視野に入れています。

日本のおむすび屋さん、香港で快進撃
香港の優れたビジネス環境と洗練された消費市場が、「華御結（はなむすび）」に
香港での大きなチャンスをもたらし、同社を急成長へと導きました
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